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７
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◇
実

施
日

；
２

０
１

８
年

５
月

２
０

日
（

日
）） ））
晴

れ
後

曇
り

 

◇
参

加
者
；
川

島
 

功
、
沖

﨑
吉

信
、
濱

野
兼

吉
、
児

嶋
道

夫
、
三

井
幹

雄
、

上
村

洋
司

・
和

美
、

野
崎

 
肇

、
今

中
三

恵
子

、
梶

野
照

雄
。
 

計
１

０
名

 

昨
年

の
台

風
で

台
座

か
ら

転
落

し
て

一
部

が
破

損
し

た
大

日
岳

山
頂

の
 

大
日

如
来

坐
像

に
つ

い
て

は
、
前

鬼
小

仲
坊
・
五

鬼
助

さ
ん

の
意

向
も

あ
り

、
 

現
状

の
ま

ま
安

置
す

る
が

、
下

部
石

組
み

の
補

強
と

台
座

接
合

部
の

ネ
ジ

止
 

め
強

化
を

行
う

事
に

な
っ

た
。

 

５
月

１
３

日
に

事
前

準
備

を
予

定
し

て
い

た
が

、
降

雨
の

た
め

延
期

し
、

２
０

日
の

実
施

と
な

っ
た

。
２

～
３

K
g
の

小
袋

に
し

た
砂

6
5
K
g
と

雨
水

を

溜
め

る
た

め
の

ポ
リ

容
器

等
(
1
4
0
L
)
を

大
日

岳
山

頂
へ

荷
揚

げ
し

た
。

 

 
 

 
 

 

沢
登

り
準

備
中

 
 

 
会

友
・

瀧
本

(
炉

端
山

友
会

)
氏

到
着

 
 

 
小

仲
坊

に
て

 

 

前
鬼

林
道

ゲ
ー

ト
午

前
８

時
集

合
な

の
で

、
午

前
５

時
に

家
を

出
る

。
思

 

っ
た

よ
り

通
行

量
が

少
な

く
て

、
ゲ

ー
ト

に
は

７
時

１
５

分
に

到
着

、
沢

登
 

り
の

グ
ル

ー
プ

が
準

備
中

だ
っ

た
。

 

パ
ン

を
か

じ
っ

て
コ

ー
ヒ

ー
を

飲
ん

で
い

る
と

、
会

友
・
瀧

本
さ

ん
の

グ
 

ル
ー

プ
(
炉

端
山

友
会

)
が

到
着

。
総

勢
１

６
名

の
大

所
帯

で
閼

伽
坂

尾
根

を
登

り
、

太
古

ノ
辻

を
経

て
石

楠
花

尾
根

か
ら

小
池

の
宿

分
岐

手
前

ピ
ー

ク
か

ら
小

仲
坊

へ
下

る
と

い
う

こ
と

で
、
此

処
か

ら
歩

い
て

出
発

さ
れ

る
。
 

午
前

８
時

ち
ょ

っ
と

前
に

沖
崎

車
が

到
着

、
瀧

本
グ

ル
ー

プ
の

話
を

す
る

 

と
「

砂
を

少
し

上
げ

て
貰

お
う

」
と

小
仲

坊
へ

先
行

す
る

。
三

井
車

(
野

崎

氏
同

乗
)
が

ま
だ

到
着

し
て

い
な

い
の

で
、
梶

野
車

に
同

乗
す

る
今

中
さ

ん

と
２

人
で

三
井

車
の

到
着

を
待

っ
て

小
仲

坊
へ

向
か

っ
た

。
 

 
 

 
 

 

砂
を

補
充

 
 

 
 

 
 

 
小

仲
坊

出
発

 
 

 
 

 
 

 
ハ

ク
ビ

シ
ン

？
 

 

小
仲

坊
に

着
く

と
瀧

本
さ

ん
グ

ル
ー

プ
(
炉

端
山

友
会

)
は

、
ま

だ
出

発
し

 

て
お

ら
ず

、
砂

の
荷

上
げ

は
頼

め
た

よ
う

だ
。

 

瀧
本

グ
ル

ー
プ

が
荷

上
げ

し
て

く
れ

た
お

陰
で

準
備

し
た

砂
が

足
り

ず
、
 

我
々

が
荷

上
げ

す
る

砂
を

小
仲

坊
・

宿
泊

所
横

に
積

ま
れ

て
い

た
砂

袋
か

 

ら
補
充

し
て
ザ
ッ

ク
に
入

れ
た

。
 

出
発

し
よ

う
と

す
る

と
、
登

山
道

を
小
動
物

が
ウ
ロ
チ
ョ
ロ

し
て

い
る

の
 

が
目

に
入

っ
た

、
上

村
さ

ん
が
近
づ

く
が
逃

げ
出

す
様

子
が

な
い

。
石
垣

の
 

下
に

う
ず

く
ま

っ
て
寝

て
い

る
よ

う
だ

。
こ

こ
に
住

み
着

い
て

い
る

の
か

も
 

し
れ

な
い

が
、
ハ

ク
ビ
シ

ン
か

と
思

う
が

よ
く
判

ら
な

い
。
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朝
は
寒

か
っ

た
が

、
歩
き

出
す

と
す

ぐ
に
暑

く
な

っ
て
き

て
、
２

０
分

歩
 

い
て
最
初

の
休
憩

、
上

着
を
脱

い
で

歩
き
や

す
く

な
っ

た
。

 

去
年
設

置
し

た
階
段

の
段
数
表
示

が
読

み
づ

ら
く

な
っ

て
き

た
の

で
、

 

児
嶋

さ
ん

に
お
願

い
し

た
テ

プ
ラ

を
貼

り
な

が
ら

登
る

。
 

二
ツ
岩

で
ゆ

っ
く

り
休
憩

し
て

、
１

０
時

５
０

分
に

太
古

ノ
辻

到
着

。

大
日

岳
西
側

の
鞍

部
で
昼
食

に
す

る
こ

と
に

し
た

。
 

 
 

 
 

 

テ
プ

ラ
を

貼
り

な
が

ら
 

 
 

 
二

ツ
岩

で
休

憩
 

 
 

 
 

太
古

ノ
辻

到
着

！
 

 
 

 
 

 

新
緑

の
大

日
岳

山
容

 
 

西
側

鞍
部

で
昼

食
後

、
全

員
で

 
大

日
如

来
坐

像
を

降
ろ

す
 

昼
食

後
、
大

日
岳

山
頂

へ
。
児

嶋
・
今

中
・
梶

野
は

、
雨

水
貯

水
槽

の
設

置
 

工
作

、
他
メ

ン
バ

ー
は

台
座

下
の

石
組

み
の
調
査

と
再

安
定

化
の
作
業

を
行

 

う
。
山

頂
部

は
狭

く
て

、
平

ら
な
場

所
が
殆
ど

な
く

、
お

ま
け

に
樹
木

が
多
 

い
の

で
、
雨

水
を
受
け

る
シ

ー
ト

を
張

る
の

に
苦
労

し
た

。
シ

ー
ト

が
ど

の
 

程
度

の
効
果

を
上

げ
る

か
は
未
知
数

だ
。

 

石
組

み
の

安
定

化
も

す
ん

な
り

と
は

い
か

ず
、
南
側

を
上

げ
る

と
東
側

が
 

 
 

 
 

 

坐
像

を
降

ろ
し

石
組

み
調

査
 

 
 

 
 

 
大

日
如

来
座

像
再

設
置

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 

オ
イ

ル
缶

＋
プ

ラ
ケ

ー
ス

の
雨

水
貯

槽
 

 
シ

ー
ト

で
受

水
ポ

リ
タ

ン
ク

設
置
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下
が

っ
て

、
東
側

を
上

げ
る

と
北
側

が
上

が
る

、
の
繰

り
返

し
で

、
水
平

に
 

台
座

を
置

く
の

は
難

し
い

。
坐

像
を

降
ろ

す
時

も
上

げ
る

時
も

、
足
場

が
狭

 

く
、
且

つ
坐

像
安

置
時

(
大
正

1
3
年

)
に

は
無

か
っ

た
と

思
わ

れ
る
樹
木

の
 

が
上
方

を
塞

い
で

い
て

、
像

の
重

さ
よ

り
こ

れ
ら

の
障
害

が
作
業

の
困
難

さ
 

に
拍

車
を

か
け

て
い

る
よ

う
に

思
え

た
。
約

１
時
間

で
作
業
終
了

、
大

日
岳

 

を
下

山
す

る
。

 

沖
崎
・
三

井
・
野

崎
・
今

中
さ

ん
の
４

名
は

、
鎖
場

を
下

山
。
「
ど

っ
ち
 

へ
行

く
の

」
「
そ

こ
は
左

」
と

か
「

ち
ょ

っ
と

待
っ

て
ー

」
の
声

が
聞

こ
え

 

て
い

た
。

 

 
 

 
 

 

太
古

ノ
辻

に
戻

る
 

 
 

炉
端

山
友

会
・

荷
上

げ
の

砂
袋

 
 

無
事

下
山

の
勤

行
 

 太
古

の
辻

ま
で

降
り

る
と
「

こ
こ

よ
り

 
南
奥
駈

道
」
標
識

の
根
元

に
砂

袋
 

が
積

ま
れ

て
い

た
。

瀧
本

グ
ル

ー
プ

が
荷

揚
げ

し
て

下
さ

っ
た

分
(
約

２
 

０
㎏

強
)
で

、
北
側

の
岩

陰
に
移
動

し
て
保
管

し
た

。
 

大
日
谷

か
ら
南
側

尾
根

の
登

山
道

に
取

り
付

く
場

所
を
見

落
と

し
、
大

日
 

谷
を
直

登
し

た
人

が
い

た
の

で
、
こ

の
場

所
に

ト
ラ
ロ

ー
プ

を
設

置
し

、
三

 

井
寺

の
標
識

も
場

所
を
変
え

て
わ

か
り
や

す
く

し
た

。
 

二
ツ
岩

で
休
憩

し
て

、
１

５
時

１
０

分
に

小
仲

坊
に
帰

着
。

 

五
鬼

助
さ

ん
が
用

意
し

て
く

だ
さ

っ
た

お
茶

と
手
作

り
の
甘

小
豆
・
餅
菓

 

子
で
休
憩

。
三

井
さ

ん
導
師

で
勤

行
後

、
帰

る
用

意
を

し
て

い
る

と
瀧

本
グ

 

ル
ー

プ
が
帰

っ
て

来
ら

れ
た

。
 

荷
上

げ
の

お
礼

を
述
べ

、
瀧

本
さ

ん
か

ら
登

山
道

の
状
況

な
ど

を
聞
き

、
五

 

鬼
助

さ
ん

に
挨
拶

し
て

小
仲

坊
を

後
に

し
、
池
郷

林
道

ゲ
ー

ト
で
各

車
が
帰

 

路
に

着
い

た
。

 

 
 
最

後
に

、
砂

袋
荷

上
げ

に
協
力

し
て

下
さ

っ
た

炉
端

山
友

会
の
方

は
(
敬

 

称
略

)
、
岩

崎
武

司
、
岡

本
新
次

、
西

村
昌

司
、

三
浦
秀

夫
、

山
口

 
修

、
 

小
中
雅

美
、
伊
藤
順

子
、
大
橋
澄

子
、
林

 
良

子
、
安
田

ま
す

み
、
吉
田
敬

 

子
、
平
田

美
紀

、
木

陰
智

子
、
庄

野
芳

美
。
斉
藤

和
美

・
瀧

本
昭

太
郎

(
当

 

会
友

)
。

の
１

６
名

で
す

。
賛

同
頂
き
誠

に
有
難

う
ご
ざ

い
ま

し
た

。
 

行
動

行
動

行
動

行
動
タ
イ
ム

タ
イ
ム

タ
イ
ム

タ
イ
ム
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岳
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仲
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。

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

(
記

；
梶

野
)
 

 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

野
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